
 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
企
画
展

 

佐
竹
徳
と
大
倉
道
昌
展

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
企

画
展
「
佐
竹
徳
と
大
倉
道
昌
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
本
紙
平
成
24
年
12
月
号
瀬
戸
内

発
見
伝
で
も
紹
介
し
た
、
現
在
フ

ラ
ン
ス
で
活
躍
し
て
い
る
大
倉
道

昌
画
伯
の
渡
仏
す
る
前
の
初
期
の

作
品
を
は
じ
め
、
渡
仏
後
に
パ
リ

で
描
い
た
作
品
か
ら
油
彩
画
だ
け

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

参
加
企
業
募
集

 

障
害
者
雇
用
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　
瀬
戸
内
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
障
害
者
雇
用
の
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、「
障
害
者
雇
用
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
障
害
者
雇
用
に
取
り

組
む
企
業
や
事
業
所
、
関
係
機
関

職
員
、
そ
の
他
障
害
者
雇
用
に
関

心
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル
ま

で
申
し
込
み
の
上
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　
平
成
25
年
１
月
24
日︵
木
︶

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　
無
料

▽
内
容

①
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
助
成
金

　
お
よ
び
企
業
の
た
め
の
相
談
窓

　
口
の
紹
介

②
企
業
に
よ
る
障
害
者
雇
用
の
事

くらしの情報

 
長
期
休
館
に
入
り
ま
す

 
邑
久
郷
土
資
料
館

　
中
央
公
民
館
︵
邑
久
町
尾
張
︶

の
北
側
に
あ
る
邑
久
郷
土
資
料
館

が
平
成
25
年
２
月
１
日
か
ら
、
展

示
・
収
蔵
資
料
の
移
転
に
伴
い
、

休
館
し
ま
す
。

　
２
月
１
日
以
降
は
、
同
館
内
の

喜
之
助
記
念
室
を
は
じ
め
６
部
屋

の
展
示
室
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
休
館
に
先
立
ち
「
邑
久
郷
土
資

料
館
あ
り
が
と
う
～
人
形
劇
と
ふ

る
さ
と
マ
ナ
ビ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
日
時　
平
成
25
年
１
月
26
日

　
︵
土
︶
午
後
１
時
30
分
～
午
後

　
４
時
30
分

▽
場
所　
邑
久
郷
土
資
料
館

▽
内
容

　

・
人
形
劇
「
喜
之
助
さ
ん
に
贈
る

　
人
形
劇
」

　

・
学
芸
員
に
よ
る
資
料
解
説
「
見

　
て
み
よ
う
！　
郷
土
資
料
館
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
４

　
例
発
表

▽
申
込
方
法　
平
成
25
年
１
月
15

　
日
︵
火
︶
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
は
、火
～
土
曜
日︵
祝

　
日
を
除
く
︶
の
午
前
９
時
～
午

　
後
４
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

 

募
集
し
ま
す

 

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度

第
１
学
期
︵
４
月
入
学
︶
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

イ
ル
が
、「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」で
す
。

　
扇
風
機
な
ど
を
利
用
し
て
、
部

屋
の
上
部
に
た
ま
る
暖
か
い
空
気

を
循
環
さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
し

て
、
暖
房
時
の
室
温
を
20
℃
を
め

ど
に
調
整
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
温
か
い
食
べ
物
や
飲
み

物
で
体
の
中
か
ら
冷
え
を
シ
ャ
ッ

ト
ア
ウ
ト
し
た
り
、
重
ね
着
や

ひ
ざ
掛
け
、
保
温
性
に
優
れ
た
機

能
性
素
材
の
下
着
を
活
用
す
る
な

ど
、
上
手
に
体
温
を
調
節
す
る
の

も
効
果
的
で
す
。
そ
の
他
、
み
ん

な
が
１
つ
の
部
屋
に
集
ま
っ
て
過

ご
し
た
り
、
暖
房
を
止
め
て
ま
ち

に
出
掛
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
冬
、
衣
食
住
の
工
夫
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
見
直
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
地
球
温
暖
化
対
策
室

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
２
９
８

で
な
く
、
パ
ス
テ
ル
画
や
木
炭
デ
ッ

サ
ン
画
な
ど
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
昭
和
34
︵
１
９
５
９
︶
年

に
初
め
て
牛
窓
を
訪
れ
、
オ
リ
ー

ブ
の
あ
る
風
景
に
心
惹
か
れ
、
満

１
０
０
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
牛
窓

の
風
景
を
ひ
た
す
ら
見
つ
め
描
き

続
け
た
佐
竹
徳
画
伯
の
松
を
描
い

た
３
作
品
や
当
館
初
展
示
作
品
11

点
を
含
む
31
点
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　
平
成
25
年
１
月
27
日︵
日
︶

　
ま
で

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
︵
１

　
月
14
日
を
除
く
︶・
祝
日
の
翌

　
日
・
年
末
年
始
︵
12
月
28
日
か

　
ら
１
月
４
日
ま
で
︶
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
︵
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

▽
観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
︵
20
人
以
上
︶
お
よ
び
65
歳

　
以
上
３
０
０
円
、　
中
学
生
以

　
下
無
料

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
正
規
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
の
目
的
で
幅
広
い

世
代
・
職
業
の
人
が
、
幅
広
い
分

野
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

▽
出
願
期
間　
平
成
25
年
２
月
28

　
日
︵
木
︶
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
５
４-

９
２
４
０

　

HPhttp://w
w

w
.ouj.ac.jp

　
タ
ー
︵
岡
山
市
北
区
御
津
伊
田

　
２
７
５
０
︶

▽
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
︵
財
︶
岡
山
県
動
物
愛
護
財
団

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

３
２
８
８

 

危
険
で
す

 

素
人
に
よ
る
ふ
ぐ
の
調
理

　

ふ
ぐ
に
よ
る
食
中
毒
の
大
半

は
、
飲
食
店
な
ど
の
営
業
施
設
で

は
な
く
、
釣
っ
た
ふ
ぐ
を
家
庭
で

調
理
し
た
場
合
に
よ
る
も
の
で
す
。

  

ふ
ぐ
の
毒
の
強
さ
は
青
酸
カ
リ

の
１
、０
０
０
倍
と
い
わ
れ
、
加

熱
や
冷
凍
で
も
消
え
ま
せ
ん
。
主

に
ふ
ぐ
の
肝
臓
や
卵
巣
に
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
皮
や

筋
肉
な
ど
に
含
ま
れ
る
種
類
も
あ

り
、
漁
獲
海
域
、
季
節
に
よ
っ
て

も
異
な
り
ま
す
。

　
ふ
ぐ
を
安
全
に
調
理
す
る
に
は

専
門
的
な
知
識
と
技
術
が
必
要
で

す
。
素
人
に
よ
る
調
理
は
大
変
危

険
で
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
生
活
衛
生
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
３
８

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

大倉道昌作「入江の松」

岡山県最低賃金が改定

　岡山県最低賃金が平成 24 年 10
月 24 日から時間額 691 円に改定さ
れています。最低賃金制度とは、最
低賃金法に基づいて国が賃金の最低
限度を定め、使用者は、その最低賃
金額以上の賃金を労働者に支払わな
ければならないとする制度です。
　最低賃金には、岡山県内のすべて
の労働者とその使用者に適用される

「岡山県最低賃金」のほかに、特定
の産業の労働者とその使用者に適用
される「特定最低賃金」があります
ので、ご注意ください。
■問い合わせ先
　岡山労働局労働基準部賃金室
　☎０８６ - ２２５ - ２０１４

 

求
職
者
を
支
援
し
ま
す

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
無
料
相
談

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
失
業
に

よ
り
住
居
や
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
が
一
人
で
も
多
く
再
就
職
で
き

る
よ
う
に
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援

の
ほ
か
、
自
治
体
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
関
係
機
関
の
各
支
援
策

を
ご
案
内
し
ま
す
。

　
予
約
不
要
で
、
相
談
は
無
料
で

す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

　

岡
山
市
東
区
河
本
町
３
２
５-

４

　

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２ 

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
︵
土
・
日
曜
日
︑
祝
日
を
除
く
︶

  

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

 

衣
食
住
で
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

　
岡
山
県
で
は
、
11
月
１
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
に
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

県
民
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
過
度
な
暖
房
機
器
の
使
用
を
控

え
て
、
暖
房
時
の
室
温
が
20
℃
で

も
快
適
に
過
ご
せ
る
ラ
イ
フ
ス
タ

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

 

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　　
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
犬
の
健
康
管
理
や
関
係
法
令
を

学
ぶ
講
習
会
と
飼
い
犬
へ
の
具
体

的
な
し
つ
け
方
を
学
ぶ
実
技
講
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
申

し
込
み
の
上
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

　

①
し
つ
け
方
講
習
会　
毎
月
第
１

　
日
曜
日　
午
前
10
時
～
正
午

　

②
し
つ
け
方
実
技　
毎
月
第
３
日

　
曜
日　
午
前
10
時
～
正
午

※
実
技
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
実
技
に
参
加
で
き
る
犬

　
　

５
カ
月
か
ら
２
才
未
満
の
健
康
な

犬
︵
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
、
混

合
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
で
あ
る
こ
と
︶

▽
場
所　
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
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